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三
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「
本
稿
の
日
的

日
本
語
の
文
表
現
の
「
大
特
質
は
、
文
末
に
お
い
て
叙
述
が
纏
め
上
げ
ら
れ
、
相
手
に
訴
え
か
け
ら
れ
る
と
い
う
文
末
決
定
性
に
あ
る
。
藤
原

与
二
博
士
は
文
末
の
特
定
訴
え
要
素
と
し
て
、
「
文
末
詞
」
と
い
う
概
念
を
提
唱
さ
れ
、
現
代
日
本
語
諸
方
言
に
お
け
る
文
末
詞
の
総
合
的
記
述

（1）

を
展
開
し
て
お
ら
れ
る
。

文
末
詞
研
究
の
課
題
の
丁
と
し
て
、
通
時
論
的
立
場
か
ら
現
代
日
本
語
諸
方
言
で
生
き
は
た
ら
く
文
末
詞
を
文
献
資
料
に
辿
る
と
い
う
こ
と

が
あ
ろ
う
。
文
献
資
料
に
お
い
て
、
文
末
詞
の
源
流
と
し
て
直
接
的
に
結
び
つ
く
の
は
、
所
謂
係
助
詞
・
間
投
助
詞
の
文
末
用
法
及
び
終
助
詞
で

あ
る
。
か
か
る
観
点
か
ら
、
本
稿
は
鎌
倉
時
代
の
文
献
に
見
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
文
末
の
助
詞
の
う
ち
、
ヤ
と
ヨ
を
取
り
上
げ
、
そ
の
意
義
・
用
法

鎌
倉
時
代
の
文
末
助
詞
ヤ
と
ヨ
に
つ
い
て
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を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
文
末
の
助
詞
と
し
て
、
こ
れ
ら
ヤ
行
音
系
の
も
の
は
文
献
資
料
に
お
い
て
最
も
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
㌣

文
末
に
立
つ
助
詞
に
は
、
山
田
孝
雄
博
士
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
係
助
詞
、
間
投
助
詞
、
終
助
詞
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
類
別
す
る
文
法
論
的
観
点

は
、
文
の
成
立
へ
の
影
響
、
す
な
わ
ち
陳
述
性
の
有
無
と
、
文
中
で
用
い
ら
れ
る
か
文
末
で
用
い
ら
れ
る
か
と
い
う
形
式
上
と
の
二
面
が
あ
る
。

し
か
し
、
諸
家
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
係
助
詞
、
間
投
助
詞
、
終
助
詞
の
性
格
は
相
互
連
続
性
が
あ
る
も
の
ゆ
え
、
陳
述
と
い
う

こ
と
の
概
念
規
定
に
よ
り
、
個
々
の
助
詞
の
分
類
に
ゆ
れ
が
生
じ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
助
詞
の
連
続
性
を
重
視

し
、
文
末
に
立
つ
助
詞
を
文
末
助
詞
と
総
称
し
て
扱
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
文
末
助
詞
ヤ
と
ヨ
は
、
係
助
詞
、
間
投
助
詞
と
さ

れ
る
ヤ
と
ヨ
の
用
法
の
う
ち
、
係
結
び
に
関
与
す
る
用
法
及
び
並
列
用
法
を
除
外
し
た
用
法
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

ヤ
と
ヨ
の
意
義
・
用
法
に
つ
い
て
は
多
く
の
先
学
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
所
説
は
、
例
え
ば
此
島
正
年
氏
『
国

語
助
詞
の
研
究
』
に
よ
る
な
ら
ば
、
係
助
詞
の
ヤ
の
文
末
用
法
に
つ
い
て
は
、

「
や
」
が
本
来
間
投
助
詞
「
や
」
と
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
と
は
、
す
で
に
諸
家
の
推
測
す
る
と
こ
ろ
で
、
特
に
文
末
の
ば
あ
い
両
者
（
「
や
」
と

「
か
」
＝
筆
者
注
）
共
に
終
止
形
を
受
け
て
形
態
的
に
全
く
同
様
で
あ
る
の
を
見
る
と
、
疑
問
の
「
や
」
も
文
末
で
は
間
投
助
詞
的
に
相
手
に
も
ち

か
け
る
意
が
強
く
、
そ
こ
で
お
の
ず
か
ら
問
い
か
け
に
な
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
（
3
7
1
頁
）

と
説
か
れ
、
間
投
助
詞
の
ヤ
に
つ
い
て
は
、

「
や
」
「
よ
」
等
ヤ
行
系
の
語
は
、
感
動
の
表
現
と
い
う
点
で
、
前
述
の
ナ
行
系
の
語
と
同
様
で
あ
る
が
（
中
略
）
、
ヤ
行
書
の
中
で
も
「
や
」

は
最
も
開
放
的
な
母
音
ア
を
含
む
こ
と
に
よ
っ
て
ひ
と
り
み
ず
か
ら
詠
嘆
す
る
意
が
強
く
、
相
手
に
呼
掛
け
る
意
は
「
よ
」
に
比
し
て
少
い
。

（
後
略
）
。
（
4
2
1
頁
）

と
さ
れ
る
。
一
方
、
間
投
助
詞
ヨ
に
つ
い
て
は
、
次
の
如
く
説
か
れ
る
。

（
前
略
）
そ
の
母
音
の
差
に
よ
っ
て
、
「
や
」
が
詠
嘆
的
な
の
に
比
し
、
相
手
を
意
識
し
呼
掛
け
る
意
に
勝
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
（
4
2
8
頁
）

ヤ
と
ヨ
の
相
異
点
の
説
明
と
し
て
此
島
民
の
右
の
所
説
は
広
く
受
け
容
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
間
投
助
詞
の
ヤ
と
ヨ
と
に
つ



い
て
は
、
い
わ
ば
ヤ
が
対
内
的
訴
え
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ヨ
は
対
地
的
訴
え
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ヤ
と
ヨ
と
の
相
違
点
と
し
て
鋭
い

御
指
摘
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヤ
の
用
法
に
は
他
方
、
「
相
手
に
も
ち
か
け
る
意
が
強
い
」
、
「
疑
問
の
『
や
』
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
係
助
詞
で
あ
っ
て

間
投
助
詞
の
ヤ
と
は
別
物
だ
と
い
う
議
論
も
あ
り
得
よ
う
。
し
か
し
、
両
者
の
機
能
は
連
続
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
ら
を

包
括
す
る
ヤ
と
ヨ
の
意
義
差
と
い
う
こ
と
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
で
は
、
ヤ
あ
る
い
は
ヨ
が
用
い
ら
れ
る
文
の
構
造
を
文
末
形

式
か
ら
類
別
し
、
相
互
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヤ
と
ヨ
の
意
義
・
機
能
差
を
考
察
す
る
。

調
査
し
た
文
献
は
、
①
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
（
「
宇
治
」
と
略
称
す
る
。
以
下
同
じ
）
、
②
「
古
今
著
聞
集
」
（
「
著
聞
」
）
、
③
「
沙
石
集
」
（
「
沙
石
」
）
、（2）

④
「
平
家
物
語
」
（
「
平
家
」
）
、
⑤
「
我
身
に
た
ど
る
姫
君
」
（
「
我
身
」
）
、
⑥
「
徒
然
草
」
（
「
徒
然
」
）
、
⑦
「
解
脱
門
義
聴
集
記
」
（
「
解
脱
」
）
の
七
点

で
あ
る
。
そ
れ
に
、
山
田
孝
雄
博
士
の
『
平
家
物
語
の
語
法
』
を
参
看
し
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
文
献
で
の
和
歌
の
用
例
は
、
用
語
の
保
守
性
が

強
い
も
の
ゆ
え
、
考
察
の
対
象
か
ら
除
外
し
た
。

二
、
構
文
上
か
ら
見
た
ヤ
と
ヨ
の
比
較

1
、
文
末
形
式
か
ら
の
類
別

（3）

ま
ず
、
文
末
助
詞
ヤ
あ
る
い
は
ヨ
が
用
い
ら
れ
る
文
を
、
文
末
形
式
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
、
次
の
±
種
に
整
理
さ
れ
る
。

用
活
用
語
の
終
止
形
の
後
に
立
つ

佃
係
助
詞
ゾ
・
コ
ソ
の
結
び
の
後
に
立
つ

拗
疑
問
詞
（
反
語
を
導
く
副
詞
を
含
む
）
の
結
び
の
後
に
立
つ

㈲
活
用
語
の
己
然
形
の
後
に
立
つ

㈲
形
容
詞
・
形
容
動
詞
語
幹
の
後
に
立
つ

㈲
感
動
詞
の
後
に
立
つ

鎌
倉
時
代
の
文
末
助
詞
ヤ
と
ヨ
に
つ
い
て
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間
体
言
の
後
に
立
つ

㈲
活
用
語
の
連
体
形
の
後
に
立
つ

佃
呼
び
か
け
の
語
の
後
に
立
つ

㈹
活
用
語
の
命
令
形
の
後
に
立
つ

㈹
禁
止
の
＜
－
ナ
＞
＜
ナ
ー
ソ
∨
の
後
に
立
つ

こ
れ
ら
の
諸
形
式
を
、
ヤ
あ
る
い
は
ヨ
の
使
用
か
ら
更
に
類
別
す
る
と
、

0
ヤ
の
み
が
用
い
ら
れ
る
形
式
…
…
Ⅲ
、
し
㈲

⇔
ヤ
も
ヨ
も
用
い
ら
れ
る
形
式
…
…
拘
～
㈹

臼
ヨ
の
み
が
用
い
ら
れ
る
形
式
…
…
叫

の
三
類
に
な
る
。
ヤ
は
仝
5
7
0
例
、
ヨ
は
全
1
5
8
例
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
法
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
（
各
形
式
毎
の
用
例
数

は
注
（
4
）
に
表
示
し
た
）
。
ヤ
は
様
々
な
形
式
に
広
く
用
い
ら
れ
、
殊
に
0
類
に
属
す
る
も
の
が
多
い
の
に
対
し
て
、
ヨ
は
用
法
が
狭
く
、
⇔
類
の

㈲
に
主
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
H
日
日
の
類
別
に
従
っ
て
、
次
下
に
、
ヤ
と
ヨ
と
の
意
義
・
用
法
を
考
察
す
る
。

2
、
ヤ
の
み
が
用
い
ら
れ
る
形
式

①
活
用
語
の
終
止
形
の
後
に
立
つ
場
合

活
用
語
を
、
動
詞
・
補
助
動
詞
、
形
容
詞
、
助
動
詞
に
分
け
る
。
ま
ず
、
動
詞
・
補
助
動
詞
の
後
に
立
つ
ヤ
は
、
多
く
は
問
い
の
表
現
を
構
成

す
る
。

〇
九
条
大
納
言
参
内
せ
ら
れ
て
「
此
雪
は
御
覧
ず
や
l
」
と
て
、
人
々
い
ざ
な
ひ
て
（
著
聞
3
8
1
・
7
）

O
「
イ
カ
ニ
某
ハ
上
ノ
御
相
手
二
参
テ
、
其
用
意
ア
リ
刊
」
ト
傍
官
共
問
ケ
レ
バ
　
（
沙
石
3
8
9
・
8
）

し
か
し
、
活
用
形
式
上
、
終
止
形
か
連
体
形
か
判
別
で
き
な
い
も
の
の
場
合
に
は
、
次
例
の
如
き
詠
嘆
表
現
も
見
ら
れ
る
。



O
「
ひ
は
ぎ
あ
り
て
人
こ
ろ
す
や
l
」
と
を
め
く
（
宇
治
聖
1
）

○
知
時
「
や
す
い
細
事
候
刊
」
と
て
（
平
家
下
3
7
6
・
誓

形
容
詞
の
場
合
は
、
状
態
を
表
わ
す
形
容
詞
と
情
意
を
表
わ
す
形
容
詞
と
で
異
な
る
。
状
態
を
表
わ
す
形
容
詞
の
後
に
立
つ
ヤ
は
、

O
「
此
山
ニ
ハ
菓
ミ
多
シ
刊
」
ト
問
フ
（
沙
石
m
∴
曇

○
問
此
ノ
位
エ
バ
煩
悩
ノ
断
沙
汰
ハ
ナ
シ
や
答
余
也
（
解
脱
訂
・
1
1
）

の
如
く
問
い
の
表
現
で
あ
る
が
、
情
意
を
表
わ
す
形
容
詞
で
は
、

O
「
き
た
な
U
や
、
か
へ
せ
か
へ
せ
」
と
い
ふ
や
か
ら
お
は
か
り
け
れ
共
（
平
家
下
関
・
誓

○
こ
は
い
か
が
せ
ん
と
、
お
ぼ
し
さ
は
ぐ
も
あ
ぢ
き
な
し
や
l
（
我
身
鵠
・
6
）

の
如
く
詠
嘆
表
現
を
構
成
す
る
。
「
我
身
」
に
は
就
中
、
詠
嘆
表
現
の
例
が
多
く
、
そ
れ
も
、
右
に
掲
げ
た
例
の
如
く
、
∧
－
モ
・
形
容
詞
終
止

形
・
ヤ
＞
の
形
式
で
、
主
と
し
て
地
の
文
に
お
い
て
作
者
の
評
言
の
文
に
現
わ
れ
る
。
こ
の
形
式
は
、
「
我
身
」
以
外
の
文
献
で
は
、

○
つ
く
ぐ
と
一
年
を
く
ら
す
ほ
ど
だ
に
も
こ
よ
な
う
の
ど
け
し
刊
（
徒
然
捕
∴
崇

の
如
く
「
徒
然
」
に
存
す
る
。
こ
の
二
文
献
は
擬
古
文
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
形
式
は
、
文
章
語
的
性
格
が
強
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

助
動
詞
の
終
止
形
の
後
に
立
つ
場
合
も
、
次
例
の
如
く
、
専
ら
問
い
の
表
現
か
反
語
表
現
で
あ
る
。

O
「
大
夫
殿
、
い
ま
だ
芋
粥
に
あ
か
せ
給
は
ず
刺
」
と
問
ふ
（
宇
治
搾
・
9
）

O
「
悪
僧
を
こ
そ
は
ろ
ば
す
と
も
、
伽
藍
を
破
滅
す
べ
し
刊
」
と
ぞ
御
歎
あ
り
け
る
（
平
家
上
翻
．
1
）

○
又
化
人
の
女
忽
に
来
て
、
化
尼
に
、
「
糸
す
で
に
と
ゝ
の
を
れ
り
倒
」
と
問
（
著
聞
元
∵
1
）

O
「
な
ん
ぢ
は
法
華
経
は
よ
み
た
り
や
l
」
と
と
へ
ば
（
宇
治
m
・
1
1
）

O
「
サ
テ
彼
君
ハ
夫
ア
マ
タ
ア
リ
キ
刊
」
ト
云
（
沙
石
猶
∴
誓

O
「
い
か
に
。
と
り
姶
つ
刊
」
と
い
ひ
け
れ
ば
（
宇
治
掴
・
4
）

鎌
倉
時
代
の
文
末
助
詞
ヤ
と
ヨ
に
つ
い
て
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助
動
詞
ナ
リ
終
止
形
の
後
に
立
つ
場
合
、
「
我
身
」
で
は
他
の
文
献
と
異
な
り
、
次
例
の
如
き
詠
嘆
表
現
の
例
が
存
す
る
。

O
「
み
ち
の
と
を
さ
を
は
じ
め
、
い
と
め
ん
ぼ
く
な
き
ま
じ
ら
ひ
な
り
や
」
（
2
0
6
・
9
）

○
あ
ま
り
に
く
き
御
心
な
り
刊
（
2
3
3
・
2
）

但
し
、
こ
れ
ら
は
ナ
リ
に
上
接
す
る
体
言
に
　
「
め
ん
ぼ
く
な
き
」
「
に
く
き
」
と
い
う
判
断
を
表
わ
す
連
体
修
飾
語
が
冠
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
問
い
の
表
現
の
場
合
と
は
文
構
造
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

推
量
系
助
動
詞
ム
（
ナ
・
ム
、
テ
・
ム
）
、
ジ
、
ラ
ム
の
場
合
は
、
活
用
形
式
上
、
終
止
形
か
連
体
形
か
判
別
で
き
な
い
が
、
そ
の
殆
ん
ど
は
問

い
の
表
現
か
反
語
表
現
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
的
推
量
を
表
わ
す
助
動
詞
の
場
合
に
は
、
詠
嘆
表
現
を
表
わ
す
例
も
存
す
る
。

O
「
あ
ら
じ
刊
、
誌
な
め
り
」
と
い
へ
ば
（
宇
治
6
5
・
2

0
「
さ
ら
ば
さ
も
あ
り
な
ん
刊
。
い
か
ゞ
あ
る
べ
き
」
と
て
、
感
気
あ
り
け
り
（
著
聞
1
5
8
・
1
）

ま
た
、
複
合
形
ナ
・
ム
や
テ
・
ム
が
相
手
の
意
志
を
表
わ
す
場
合
に
は
、

○
水
干
を
ぬ
ぎ
て
、
「
こ
れ
に
か
へ
て
ん
刊
」
と
い
ひ
け
れ
ば
（
宇
治
3
9
5
・
誓

O
「
や
御
房
、
こ
の
花
一
枝
お
り
て
た
び
て
ん
刊
」
（
著
聞
1
9
4
・
1
1
）

の
如
き
依
親
の
表
現
や
、

O
「
車
が
ゝ
り
な
ら
べ
て
あ
り
な
ん
刊
」
と
、
す
ゝ
め
ら
れ
け
れ
ば
（
著
聞
3
2
7
・
6
）

の
如
き
、
勧
奨
の
表
現
を
構
成
す
る
。

②
係
助
詞
ゾ
・
コ
ソ
の
結
び
の
後
に
立
つ
場
合

（5）

係
助
詞
ゾ
の
結
び
の
後
に
ヤ
が
立
つ
形
式
は
、
平
安
時
代
の
散
文
で
は
普
通
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
調
査
文
献
で
は
「
我

身
」
と
「
徒
然
」
と
い
っ
た
擬
古
文
に
の
み
用
い
ら
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
殊
に
「
我
身
」
で
は
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
形
式
で
あ
る
。
い
ず

れ
も
、
主
に
地
の
文
に
お
け
る
作
者
の
評
言
に
現
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。



○
あ
ま
り
か
ゝ
る
に
つ
け
て
は
、
お
そ
ろ
し
う
ぞ
あ
る
や
（
我
身
2
3
・
9
）

○
よ
の
ま
に
も
の
ゝ
か
な
し
き
ぞ
、
せ
ん
か
た
な
き
や
l
（
我
身
m
・
6
）

○
ま
め
や
か
の
心
の
友
に
は
は
る
か
に
へ
だ
ゝ
る
所
の
有
ぬ
べ
き
ぞ
わ
び
し
き
刊
（
徒
然
釦
・
8
）

（6）

コ
ソ
の
結
び
に
立
つ
例
は
「
徒
然
」
の
例
が
腑
二
の
も
の
で
あ
る
。
ゾ
の
結
び
に
立
つ
場
合
と
同
じ
く
詠
嘆
表
現
で
あ
る
。

○
す
べ
て
神
の
社
こ
そ
す
て
が
た
く
な
ま
め
か
し
き
物
な
れ
刊
（
2
7
・
望

③
疑
問
詞
（
反
語
を
導
く
副
詞
を
含
む
）
の
結
び
の
後
に
立
つ
場
合

こ
の
形
式
の
問
い
の
表
現
や
反
語
表
現
の
ゼ
の
用
例
は
多
く
、
特
記
す
べ
き
事
は
少
な
い
。
∧
疑
問
詞
－
ヤ
＞
で
疑
問
表
現
を
構
成
す
る
例
は

「
我
身
」
と
「
解
脱
」
と
に
の
み
存
し
、
殊
に
「
解
脱
」
で
は
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
、
問
い
の
表
現
と
し
て
は
こ
の
形
式
が
二
股
的
で
あ
る
。

O
「
夜
部
な
に
ご
と
か
あ
り
L
や
l
。
い
か
ゞ
せ
ん
ず
る
刊
」
と
の
給
（
我
身
鋤
・
9
）

○
問
先
二
疑
力
如
ク
、
是
等
ノ
義
ノ
前
1
六
、
何
ソ
生
ヲ
へ
タ
ツ
ル
ヤ
l
（
解
脱
捕
・
3
）

④
活
用
語
の
巳
然
形
の
後
に
立
つ
場
合

こ
の
形
式
の
ヤ
は
、
調
査
の
七
文
献
で
は
「
平
家
」
の
地
の
文
の
み
用
例
が
見
ら
れ
る
も
の
で
、
も
は
や
特
殊
な
用
法
で
あ
る
。

○
秋
の
初
風
吹
ぬ
れ
ば
、
星
合
の
空
を
な
が
め
つ
ゝ
、
あ
ま
の
と
わ
た
る
か
ぢ
の
葉
に
、
お
も
ふ
事
か
く
比
な
れ
刊
（
上
…
・
3
）

○
む
ね
の
う
ち
の
お
も
ひ
は
ふ
じ
の
け
ぶ
り
に
あ
ら
は
れ
、
袖
の
う
へ
の
涙
は
き
よ
み
が
関
の
披
な
れ
刊
（
下
㍑
・
1
1
）

前
者
は
「
和
漢
朗
詠
集
」
、
後
者
は
「
詞
花
集
」
に
よ
る
表
現
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

⑤
形
容
詞
・
形
容
動
詞
語
幹
の
後
に
立
つ
場
合

こ
の
用
法
の
ヤ
は
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
主
体
の
情
意
を
客
観
的
に
概
念
化
し
な
い
ま
ま
表
出
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
次
に
述
べ
る
感
動
詞

の
後
に
ヤ
が
立
つ
形
式
に
近
い
典
型
的
な
詠
嘆
表
現
の
形
式
で
あ
る
。
二
三
の
例
外
は
あ
る
が
、
通
常
、
形
容
詞
・
形
容
動
詞
語
幹
の
上
に
感
動

詞
（
ア
ナ
・
ア
ラ
）
が
置
か
れ
る
。

鎌
倉
時
代
の
文
末
助
詞
ヤ
と
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に
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て
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O
「
あ
な
う
ま
や
！
＼
」
（
宇
治
1
5
3
・
7
）

O
「
ア
ナ
心
ウ
刊
。
仏
法
ハ
人
ヲ
助
給
事
ニ
テ
コ
ソ
ア
ル
こ
、
我
身
ヲ
カ
ク
セ
メ
給
事
ヨ
」
（
沙
石
禦
5
）

O
「
あ
な
に
く
刊
。
此
う
へ
を
ば
何
と
陳
ず
べ
き
」
（
平
家
上
1
5
7
・
2

0
「
あ
な
め
で
た
や
」
（
徒
然
1
4
6
・
3
）

O
「
あ
ら
あ
っ
刊
！
＼
」
（
著
聞
5
2
7
・
2
）

O
「
ア
ラ
愚
痴
尊
道
理
ヲ
乍
レ
知
、
猫
歎
ク
ベ
キ
カ
。
サ
レ
バ
、
其
ハ
知
リ
タ
ル
カ
イ
カ
。
不
覚
刊
」
（
沙
石
…
誓
崇

O
「
あ
ら
、
ね
た
や
」
（
我
身
3
6
4
・
5
）

右
の
諸
例
よ
り
、
や
や
分
化
さ
れ
た
形
式
に
、

O
「
あ
ら
事
も
か
た
じ
け
な
刊
。
あ
れ
こ
そ
小
松
大
臣
殿
の
卸
婿
子
、
三
位
中
将
よ
」
（
平
家
下
2
7
7
・
6
）

が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
例
は
、
ご
く
稀
れ
で
あ
る
。

感
動
詞
が
前
に
置
か
れ
な
い
形
式
の
例
と
し
て
は
、

O
「
ま
さ
な
刊
、
降
人
の
項
か
く
や
う
や
候
」
（
平
家
下
2
1
4
・
9
）

の
如
き
も
の
も
見
ら
れ
る
。

⑥
感
動
詞
・
疑
問
詞
の
後
に
立
つ
場
合

主
体
の
感
情
を
最
も
直
接
的
に
表
出
す
る
感
動
詞
の
後
に
立
つ
例
と
し
て
、
∧
ア
ハ
ヤ
∨
∧
イ
ザ
ヤ
＞
∧
イ
デ
ヤ
∨
∧
イ
ナ
ヤ
∨
＜
マ
コ
ト

ヤ
＞
∧
エ
ク
リ
ヤ
＞
が
あ
る
。

O
「
あ
は
刊
、
此
国
に
も
平
家
の
か
た
う
ど
す
る
人
あ
り
け
り
と
、
ち
か
ら
つ
き
ぬ
」
（
平
家
上
4
3
0
・
1
0
）

O
「
い
ざ
刊
、
夜
も
す
が
ち
な
の
る
熊
谷
お
や
子
ひ
さ
げ
て
こ
ん
」
（
平
家
下
2
0
2
・
空

○
い
で
刊
此
世
に
む
ま
れ
て
は
ね
が
は
し
か
る
べ
き
事
こ
そ
お
は
か
め
れ
（
徒
然
1
3
・
7
）



O
「
い
な
や
、
か
へ
ら
じ
」
（
平
家
下
3
5
9
・
望

○
ま
こ
と
刊
三
位
中
将
は
、
と
し
返
て
中
納
言
に
な
り
給
ひ
に
き
（
我
身
2
1
・
9
）

O
「
え
た
り
刊
！
＼
」
と
大
声
を
い
だ
す
時
（
著
聞
3
5
4
・
1
0
）

疑
問
詞
の
後
に
立
つ
形
式
に
は
＜
イ
カ
ニ
ヤ
∨
∧
イ
ゾ
ラ
ヤ
＞
が
あ
る
。

○
女
房
達
「
中
納
言
殿
、
い
く
さ
は
い
か
に
刊
い
か
に
」
と
口
々
に
と
ひ
給
へ
ば
（
平
家
下
部
・
ほ
）

O
「
い
づ
ら
刊
い
づ
ら
」
と
て
は
し
り
い
で
ゝ
、
手
づ
か
ら
ふ
み
を
と
て
み
給
へ
ば
（
平
家
下
2
4
5
・
1
1
）

以
上
は
、
ヤ
の
み
が
用
い
ら
れ
る
形
式
で
あ
る
。
ヤ
に
よ
っ
て
訴
え
か
け
ら
れ
る
内
容
は
、
①
②
の
如
く
客
観
的
な
事
態
を
叙
述
す
る
も
の
か

ら
、
⑤
⑥
の
如
く
主
体
の
情
意
を
未
展
開
の
ま
ま
表
出
す
る
も
の
ま
で
、
様
々
で
あ
る
。
問
い
の
表
現
や
、
依
頼
の
表
現
、
勧
奨
の
表
現
と
い
う

対
他
的
訴
え
か
け
か
ら
、
詠
嘆
表
現
と
い
う
対
内
的
訴
え
か
け
ま
で
、
種
々
の
段
階
の
訴
え
か
け
に
ヤ
は
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
ヤ
は
叙
述
内
容
に
対
す
る
判
断
を
下
さ
ず
に
、
そ
れ
を
相
手
に
ゆ
だ
ね
て
訴
え
か
け
る
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

3
、
ヤ
・
ヨ
と
も
に
用
い
ら
れ
る
形
式

①
体
言
の
後
に
立
つ
場
合

こ
の
形
式
に
は
ヤ
も
ヨ
も
用
い
ら
れ
、
ヤ
5
2
例
に
対
し
て
、
ヨ
は
9
2
例
存
す
る
。
し
か
し
、
文
構
造
か
ら
比
較
す
る
と
、
両
者
に
は
明
ら
か
な

相
違
が
見
ら
れ
る
。

文
構
造
を
、
体
言
に
連
体
修
飾
部
が
あ
る
か
無
い
か
に
分
け
る
。
連
体
修
飾
部
が
あ
る
場
合
、
そ
の
構
成
に
着
目
す
る
と
、
（
i
）
∧
形
容
詞
・

形
容
動
詞
語
幹
＋
ノ
　
（
山
田
博
士
の
喚
体
句
を
構
成
す
る
ノ
）
＞
、
（
H
且
＜
体
言
＋
ノ
　
（
同
上
）
＞
、
（
…
皿
）
∧
活
用
語
の
連
体
形
＞
の
三
通
り
に
分
け
ら

れ
る
。
ま
た
、
ヤ
・
ヨ
に
上
接
す
る
体
言
の
構
成
は
、
＜
形
容
詞
・
形
容
動
詞
語
幹
＋
サ
＞
と
＜
名
詞
＞
と
に
分
け
ら
れ
る
。

ま
ず
、
連
体
修
飾
部
が
置
か
れ
る
形
式
か
ら
見
て
ゆ
く
と
、
連
体
修
飾
部
が
（
1
）
＜
形
容
詞
・
形
容
動
詞
語
幹
＋
ノ
＞
で
あ
る
も
の
は
、
下
の

体
言
の
構
成
に
は
拘
わ
り
な
く
、
ヤ
の
み
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
体
言
の
後
に
立
つ
ヤ
の
七
割
近
く
は
、
こ
の
用
法
で
あ
る
。
体
言
が
＜
名

鎌
倉
時
代
の
文
末
助
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詞
＞
の
場
合
の
例
は
、

O
「
あ
な
、
か
た
は
ら
い
た
の
法
師
刊
」
（
宇
治
6
1
・
4
）

O
「
あ
な
お
も
し
ろ
の
答
の
ね
刊
」
（
著
聞
2
1
6
・
5
）

○
ア
ナ
ウ
ノ
世
間
刊
。
何
ノ
虞
ニ
カ
此
身
ヲ
カ
ク
サ
ン
。
（
沙
石
2
5
7
・
2
）

O
「
あ
な
む
ざ
ん
の
盛
長
刊
」
（
平
家
下
2
1
9
・
5
）

O
「
あ
な
心
も
と
な
の
入
朝
」
（
我
身
畢
・
8
）

O
「
あ
な
た
う
と
の
け
し
き
や
」
　
（
徒
然
1
0
4
・
4
）

O
「
ア
ラ
不
忠
儀
ノ
事
刊
」
（
沙
石
1
0
0
・
2

0
「
ア
ラ
キ
ク
ナ
ノ
心
ヤ
」
（
沙
石
8
4
・
2
）

O
「
は
し
た
な
の
女
房
の
溝
の
こ
え
や
う
刊
」
（
平
家
上
2
8
5
・
1
0
）

O
「
う
と
ま
し
の
う
ち
の
御
心
刊
」
（
我
身
3
2
5
・
1
1
）

の
如
く
で
ぁ
り
、
体
言
が
∧
形
容
詞
・
形
容
動
詞
語
幹
＋
サ
∨
の
場
合
も
、

O
「
あ
さ
ま
し
の
御
口
の
か
の
く
さ
ゝ
刊
」
（
著
聞
4
3
1
・
6
）

O
「
あ
な
わ
び
し
の
卸
き
そ
く
の
あ
し
さ
や
」
（
我
身
3
2
3
・
2
）

の
如
く
、
い
ず
れ
も
感
動
詞
ア
ナ
・
ア
ラ
テ
ラ
は
「
沙
石
」
に
の
み
見
ら
れ
る
）
が
先
行
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
形
式
に
準
ず

る
も
の
と
し
て
、
次
例
の
如
き
例
が
あ
る
。

O
「
ケ
シ
カ
ラ
ズ
ノ
咲
様
ヤ
　
（
沙
石
2
3
1
・
1
1
）

O
「
こ
と
も
よ
ろ
し
か
ら
ず
の
じ
ほ
う
が
は
や
」
（
我
身
3
6
1
・
7
）

O
「
ア
ラ
聞
タ
カ
ラ
ズ
ノ
声
ヤ
ウ
ノ
ヲ
ソ
ロ
シ
サ
ヤ
」
　
（
沙
石
4
3
2
・
1
6
）



次
に
、
連
体
修
飾
部
の
構
成
が
（
H
Ⅲ
）
＜
体
言
＋
ノ
＞
の
場
合
に
は
、
ヤ
も
ヨ
も
用
い
ら
れ
る
が
、
ヨ
を
用
い
る
例
が
多
い
の
で
あ
っ
て
、
ヤ
は

次
の
1
例
に
過
ぎ
な
い
。

O
「
サ
リ
ト
テ
ハ
船
賃
ナ
ム
ド
、
モ
ク
ヌ
ゲ
ナ
ル
御
坊
ノ
、
ロ
ノ
ワ
ル
サ
ヤ
l
」
（
沙
石
捌
・
1
1
）

ヨ
が
用
い
ら
れ
る
場
合
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、

O
「
神
慮
ノ
左
様
二
恩
食
タ
ル
細
事
ノ
、
恭
ケ
ナ
サ
到
」
（
抄
石
2
0
1
・
5
）

O
「
あ
の
中
将
が
京
よ
り
い
ひ
を
こ
し
た
る
事
の
む
ざ
ん
さ
よ
l
」
（
平
家
下
2
4
9
・
．
2

0
「
敵
の
お
そ
ふ
は
事
の
か
ず
な
ら
ず
」
こ
の
后
に
別
な
ん
事
の
か
な
し
き
粛
」
（
平
家
下
絹
∴
空

の
如
く
、
修
飾
部
の
体
言
が
形
式
名
詞
コ
ト
で
あ
る
場
合
が
目
立
つ
こ
と
で
あ
る
。

連
体
修
飾
部
の
構
成
が
（
通
）
＜
活
用
語
の
連
体
形
＞
の
場
合
も
ヤ
・
ヨ
共
に
用
い
ら
れ
る
が
、
ヤ
は
少
な
く
、
ヨ
を
用
い
る
例
が
多
い
。
そ
し

て
、
ヤ
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
次
例
の
如
く
、
体
言
が
∧
名
詞
＞
の
場
合
の
み
で
あ
る
。

O
「
あ
さ
ま
し
く
、
お
そ
ろ
し
か
り
つ
る
爪
よ
り
の
音
剖
」
と
い
ひ
あ
は
せ
て
帰
ぬ
（
宇
治
1
2
0
・
9
）

O
「
こ
れ
は
あ
は
ぬ
を
う
ら
み
た
る
文
刊
。
あ
ま
り
に
人
の
心
づ
よ
き
も
な
か
！
1
あ
た
と
な
る
物
を
」
（
平
家
下
2
3
5
・
1
）

こ
れ
に
対
し
て
ヨ
は
、
体
言
の
構
成
が
∧
形
容
詞
・
形
容
動
詞
語
幹
＋
サ
∨
の
場
合
に
も
∧
名
詞
＞
の
瘍
合
に
も
用
い
ら
れ
る
。
前
者
の
場
合

は
、
例
え
ば
、

O
「
（
略
）
恩
ふ
こ
と
な
げ
に
ね
た
ま
へ
る
、
う
た
て
さ
よ
」
と
く
ど
き
け
れ
ば
（
著
聞
1
5
9
・
竺

O
「
さ
て
も
け
さ
は
か
ぎ
り
と
し
ら
ざ
り
け
る
か
な
し
さ
よ
」
（
平
家
上
1
6
2
・
1
0
）

O
「
あ
は
れ
、
田
内
左
衛
門
が
是
を
ば
夢
に
も
し
ら
で
、
あ
す
は
い
く
さ
し
て
う
た
れ
ま
い
ら
せ
ん
ず
る
む
ざ
ん
さ
封
」
（
平
家
下
∽
・
4
）

O
「
あ
な
あ
さ
ま
し
。
君
の
さ
し
も
執
し
お
ぼ
し
め
さ
れ
つ
る
紅
葉
を
、
か
様
に
し
け
る
あ
さ
ま
し
さ
粛
」
（
平
家
上
鍋
・
空

の
如
く
、
詠
嘆
性
の
強
い
表
現
で
あ
る
。
し
か
し
後
者
の
場
合
は
、

鎌
倉
時
代
の
文
末
助
詞
ヤ
と
ヨ
に
つ
い
て
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O
「
仁
俊
に
そ
ら
ご
と
い
ひ
つ
け
た
る
む
く
ひ
よ
（
略
）
」
と
て
　
（
著
聞
m
・
1
1
）

O
「
そ
の
く
ぎ
ぬ
く
事
剥
」
と
い
な
ま
せ
給
ふ
（
我
身
3
5
5
・
4
）

の
如
く
、
主
体
の
判
断
を
強
く
打
ち
出
す
表
現
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
の
体
言
に
も
、
形
式
名
詞
コ
ト
が
多
い
の
で
あ
る
。

O
「
ア
ハ
レ
思
ツ
ル
事
憩
垂
跡
ノ
前
ハ
密
キ
事
ト
知
ナ
ガ
ラ
、
斯
ル
事
ヲ
〔
シ
ツ
〕
ル
時
ニ
、
神
罰
ニ
コ
ソ
」
ト
、
大
二
驚
キ
思
ナ
ガ
ラ

（
沙
石
6
8
・
2
）

の
如
き
詠
嘆
表
現
と
見
え
る
よ
う
な
例
も
存
す
る
け
れ
ど
も
、
形
式
名
詞
コ
ト
の
後
に
ヤ
が
立
つ
例
は
、
本
稿
の
調
査
文
献
中
に
は
皆
無
で
あ
っ

て
、
ヤ
に
よ
る
詠
嘆
の
訴
え
か
け
と
は
異
質
な
も
の
と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
次
の
如
き
例
は
ヤ
と
の
相
違
を
よ
く
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

O
「
ア
ナ
心
ウ
刊
。
仏
法
ハ
人
ヲ
助
給
事
ニ
テ
コ
ソ
ア
ル
ニ
、
我
身
ヲ
カ
ク
セ
メ
給
事
可
」
（
沙
石
諏
・
6
）

∧
ア
ナ
ー
ヤ
＞
に
よ
っ
て
直
接
的
に
表
出
し
た
主
体
の
感
情
・
思
考
を
形
式
名
詞
コ
ト
に
よ
っ
て
対
象
化
し
、
よ
り
分
析
的
に
叙
述
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
ヨ
は
詠
嘆
的
で
は
あ
る
が
主
体
の
判
断
を
訴
え
る
も
の
で
あ
る
。

O
「
あ
な
お
そ
ろ
し
。
入
道
の
あ
れ
程
い
か
り
給
へ
る
に
、
ち
と
も
恐
れ
ず
、
返
事
う
ち
し
て
た
ゝ
る
ゝ
事
よ
l
」
（
平
家
上
2
5
4
・
望

な
ど
も
同
類
で
あ
る
。
さ
き
に
詠
嘆
性
の
強
い
表
現
と
し
た
∧
形
容
詞
・
形
容
動
詞
語
幹
＋
サ
V
の
後
に
立
つ
ヨ
の
場
合
も
、
本
質
的
に
は
こ
れ

と
同
じ
く
判
断
の
表
現
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
は
連
体
修
飾
部
が
置
か
れ
る
場
合
で
あ
っ
た
が
、
次
に
連
体
修
飾
部
の
無
い
場
合
に
つ
い
て
見
る
に
、
ヤ
が
用
い
ら
れ
る
文
で
は
、

O
「
あ
は
れ
逸
物
刊
」
（
著
聞
5
1
1
・
8
）

O
「
あ
は
れ
大
将
軍
刊
」
（
平
家
下
2
6
2
・
7
）

O
「
ア
ラ
負
ケ
ヤ
」
（
沙
石
1
4
1
・
1
0
）

の
如
く
、
感
動
詞
が
先
行
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

ヨ
が
用
い
ら
れ
る
文
で
も
、



O
「
あ
ほ
や
落
人
劃
」
（
平
家
下
1
5
4
・
讐

O
「
あ
れ
狐
封
」
と
ど
よ
ま
れ
て
（
徒
然
1
4
2
・
1
1
）

O
「
す
は
院
宣
封
」
と
て
た
て
ま
つ
る
（
平
家
上
出
・
曇

の
如
く
感
動
詞
が
前
置
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
は
ア
レ
・
ス
バ
の
よ
う
な
、
相
手
の
注
意
を
喚
起
す
る
感
動
詞
も
あ
っ
て
、

〇
十
九
ト
云
ハ
、
世
間
ノ
戯
言
ニ
、
ト
シ
ア
ケ
ハ
廿
ヨ
ー
ト
云
コ
ト
ノ
ア
ル
ー
二
解
脱
聖
9
）

の
ヨ
と
同
じ
く
、
主
体
の
判
断
を
訴
え
か
け
る
も
の
と
見
う
る
の
で
あ
る
。

体
言
の
後
に
立
つ
形
式
で
、
ヨ
の
み
が
用
い
ら
れ
、
ヨ
の
機
能
を
よ
く
示
す
形
式
は
、

O
「
あ
れ
は
変
化
の
も
の
ぞ
。
我
こ
そ
其
剥
」
（
宇
治
用
・
2

0
「
鎌
倉
殿
こ
そ
大
将
軍
封
」
（
平
家
下
3
2
8
・
6
）

O
「
我
こ
そ
山
だ
ち
よ
l
」
（
徒
然
6
4
・
1
0
）

の
如
き
係
助
詞
コ
ソ
と
呼
応
す
る
ヨ
で
あ
る
。
次
例
の
如
く
、
コ
ソ
に
上
接
す
る
の
は
多
く
は
コ
レ
・
ソ
レ
と
い
っ
た
指
示
代
名
詞
で
あ
る
。

O
「
是
こ
そ
せ
う
と
く
剥
」
（
宇
治
1
2
7
・
空

O
「
こ
れ
こ
そ
み
や
こ
う
つ
り
よ
」
（
著
聞
1
1
2
・
6
）

O
「
是
コ
ソ
初
果
可
」
（
沙
石
9
2
・
2

0
「
ソ
レ
コ
ソ
証
拠
到
」
（
沙
石
3
4
6
・
1
）

O
「
是
こ
そ
い
に
L
へ
の
蘇
武
封
」
と
ぞ
な
の
る
（
平
家
上
狛
・
1
）

○
こ
れ
こ
そ
あ
ら
ま
ほ
し
き
事
粛
（
我
身
7
3
・
1
1
）

O
「
是
コ
ソ
其
可
」
ト
云
ハ
ゝ
（
解
脱
1
8
0
・
望

係
結
び
に
お
い
て
、
ゾ
は
客
観
的
で
誰
が
見
て
も
な
る
ほ
ど
と
納
得
が
で
き
る
判
断
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
コ
ソ
は
非
常
に
主

鎌
倉
時
代
の
文
末
助
詞
ヤ
と
ヨ
に
つ
い
て
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六

（7）

観
性
の
強
い
感
情
的
な
も
の
で
、
見
方
や
立
場
が
変
わ
り
主
体
が
違
え
ば
、
全
く
逆
の
判
断
に
も
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
コ
ソ
は
主

体
的
判
断
を
強
く
打
ち
出
す
も
の
で
あ
っ
て
、
ヨ
は
、
そ
の
よ
う
な
主
体
的
な
判
断
を
強
調
し
訴
え
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
既
に
1
②
で
指
摘

し
た
と
こ
ろ
の
、
係
助
詞
ゾ
の
結
び
の
後
に
は
ヤ
の
み
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。

②
活
用
語
の
連
体
形
の
後
に
立
つ
場
合

ま
ず
ヤ
か
ら
見
る
に
、
1
①
で
見
た
よ
う
に
ヤ
は
活
用
語
の
終
止
形
の
後
に
立
つ
の
が
一
般
的
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
連
体
形
の
後
に
立
つ
例

も
「
著
聞
」
「
沙
石
」
「
平
家
」
「
我
身
」
「
解
脱
」
に
わ
ず
か
な
が
ら
存
す
る
。

動
詞
・
補
助
動
詞
の
連
体
形
の
後
に
立
つ
．
ヤ
は
、

O
「
小
禅
師
こ
テ
ア
リ
シ
時
モ
人
ヲ
ツ
メ
シ
ガ
、
当
時
モ
人
ヲ
ツ
ム
ル
刊
」
ト
ゾ
被
レ
申
ケ
ル
（
沙
石
4
1
2
・
2
）

が
唯
一
例
で
、
問
い
の
表
現
で
あ
る
。
助
動
詞
の
場
合
は
、
ク
リ
・
ズ
・
ベ
シ
・
ケ
リ
・
キ
・
ル
（
ラ
ル
）
・
ナ
リ
（
伝
聞
）
の
連
体
形
の
後
に
立

つ
例
が
見
ら
れ
る
。
多
く
は
、
次
例
の
如
く
問
い
の
表
現
（
反
語
表
現
）
　
で
あ
る
。

O
「
直
帝
が
申
文
は
と
り
い
で
た
る
剰
」
と
御
尋
あ
り
け
る
（
著
聞
1
3
9
・
空

○
地
蔵
二
限
ル
ベ
キ
刊
（
沙
石
8
7
・
6
）

し
か
し
「
我
身
」
で
の
用
法
は
特
異
で
あ
っ
て
、

○
お
さ
く
た
ぐ
ひ
あ
る
ま
じ
う
お
ど
ろ
か
る
ゝ
刊
（
2
2
・
8
）

○
け
ふ
は
す
こ
し
く
も
ら
は
し
け
れ
ど
、
か
ぜ
は
な
を
を
と
も
た
て
ぬ
刊
（
2
6
0
・
9
）

（8）

の
如
き
詠
嘆
表
現
が
存
し
、
ま
た
、

○
わ
か
き
わ
ら
は
べ
な
ど
を
よ
び
よ
せ
て
、
い
か
ゞ
い
ふ
と
、
け
し
き
も
ゆ
か
し
う
て
と
は
せ
給
ヘ
ビ
、
た
ゞ
「
え
し
り
侍
ら
ず
。
お
は
し

ま
し
た
り
し
の
ち
の
夜
、
く
る
ま
の
を
と
し
侍
り
（
B
L
）
の
ち
、
お
は
し
ま
さ
ぬ
や
」
な
ど
い
ふ
に
、
せ
ん
か
た
ぞ
な
き
（
4
8
・
l
）

（9）

の
如
き
、
ヨ
と
置
き
換
え
が
で
き
る
よ
う
な
ヤ
も
見
ら
れ
る
。
「
我
身
」
の
語
法
の
特
異
性
が
こ
こ
に
も
認
め
ら
れ
る
。



一
方
、
ヨ
は
動
詞
・
補
助
動
詞
の
場
合
、
活
用
形
式
か
ら
連
体
形
た
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
の
は
、

O
「
あ
は
れ
や
、
飛
て
い
ぬ
る
封
」
（
宇
治
1
4
2
・
3
）

○
あ
り
〈
て
、
か
く
お
は
せ
ら
る
ゝ
粛
幸
治
2
0
6
・
2
）

の
如
き
例
が
「
宇
治
」
に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
勿
論
、

O
「
此
馬
ハ
尻
カ
ラ
渡
ラ
ム
ト
恩
副
」
ト
心
得
テ
（
沙
石
3
4
1
・
1
1
）

の
如
き
例
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
例
を
合
わ
せ
て
も
、
ヨ
の
例
は
多
く
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
ヨ
は
主
体
の
判
断
を
訴
え
か
け

る
も
の
で
あ
る
。

O
「
た
ゞ
い
ま
い
づ
く
へ
行
な
ん
。
東
三
条
の
池
の
辺
へ
む
か
ひ
な
ん
や
」
な
ど
い
ひ
け
る
を
、
あ
る
侍
、
「
か
し
こ
う
ま
か
る
封
」
と
い

ひ
た
り
け
れ
ば
　
（
著
聞
4
0
8
・
1
4
）

は
、
意
志
の
表
現
の
例
で
あ
る
。

助
動
詞
の
連
体
形
の
後
に
立
つ
ヨ
の
例
は
少
な
く
な
い
。

O
「
わ
ど
ぜ
は
今
や
う
は
上
手
で
あ
り
け
る
剥
。
こ
の
ぢ
や
う
で
は
舞
も
さ
だ
め
て
よ
か
る
ら
む
。
一
番
見
は
や
」
（
平
家
上
9
7
・
1
1
）

O
「
あ
は
、
こ
れ
ら
が
内
々
は
か
り
し
こ
と
の
も
れ
け
る
粛
」
と
覚
し
め
す
に
あ
さ
ま
し
（
平
家
上
1
6
4
・
9
）

○
さ
し
も
か
け
は
な
れ
て
つ
れ
な
く
の
給
け
る
封
と
思
ふ
に
（
我
身
1
4
1
・
1
0
）

○
か
く
て
も
あ
ら
れ
け
る
封
と
あ
は
れ
に
見
る
ほ
ど
に
（
徒
然
1
9
・
1
4
）

○
哀
、
此
こ
と
を
聞
き
た
る
封
と
、
僧
正
お
ぼ
す
（
宇
治
1
3
3
・
2
）

O
「
殿
ノ
栗
毛
ハ
雄
馬
力
」
ト
云
へ
バ
「
三
年
マ
デ
モ
チ
タ
ル
馬
ヲ
、
主
卜
論
ゼ
ラ
ル
、
可
」
ト
、
云
テ
笑
ケ
ル
ヲ
（
沙
石
錮
・
4
）

○
な
を
御
て
な
ど
さ
へ
、
こ
と
人
と
も
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ぬ
封
（
略
）
と
っ
く
ぐ
ー
と
お
も
ふ
ま
～
に
（
我
身
1
1
7
・
7
）

助
動
詞
の
連
体
形
の
後
に
立
つ
首
の
用
法
上
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ケ
リ
の
連
体
形
の
後
の
例
が
極
め
て
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ

鎌
倉
時
代
の
文
末
助
詞
ヤ
と
ヨ
に
つ
い
て
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で
、
助
動
詞
と
ヤ
と
ヨ
と
の
関
係
を
終
止
（
1
①
の
場
合
）
・
連
体
併
せ
て
纏
め
る
と
次
表
を
得
る
。

一
六
八

（
注
）
　
複
合
形
の
場
合
は
、
「
ナ
・
ム
」
「
テ
・
ム
」
を
例
外
と
し
て
他
は
最
下
位
に
置
か
れ
る
も
の
で
分
類
し
た
。

こ
の
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ヤ
は
様
々
の
助
動
詞
の
後
に
広
く
用
い
ら
れ
、
就
中
、
推
量
の
助
動
詞
ム
　
（
ナ
・
ム
、
テ
・
ム
）
の
後
に
立
つ

例
が
最
も
多
い
の
で
あ
る
が
、
ヨ
は
限
ら
れ
た
助
動
詞
の
後
に
し
か
用
い
ら
れ
ず
、
し
か
も
そ
の
多
く
は
ケ
リ
の
後
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
も
ヨ
が
主
体
的
判
断
を
相
手
に
訴
え
か
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
ケ
リ
は
キ
と
は
異
な
り
、
過
去
あ
る
い

は
現
在
の
事
態
を
主
体
の
立
場
か
ら
把
握
す
る
も
の
で
あ
る
。
主
体
の
立
場
か
ら
把
握
さ
れ
た
事
態
の
叙
述
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
を
訴
え
か

け
る
の
に
ヨ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ヤ
の
訴
え
は
事
態
に
対
す
る
判
断
を
相
手
に
ゆ
だ
ね
て
訴
え
か
け
る

も
の
で
あ
る
ゆ
え
、
様
々
な
助
動
詞
に
よ
る
叙
述
と
結
び
つ
き
得
る
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

⑨
呼
び
か
け
の
語
の
後
に
立
つ
場
合

ヤ
も
ヨ
も
用
例
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
ヤ
は
、

O
「
あ
が
君
刊
。
の
ち
は
い
か
に
も
御
心
の
ま
ゝ
に
を
侍
ら
ん
」
（
我
身
1
6
5
・
1
）

の
如
き
「
あ
が
君
や
」
　
が
　
「
我
身
」
　
に
2
例
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
目
上
の
者
に
対
し
て
親
愛
の
気
持
ち
を
込
め
て
呼
び
か
け
る
も
の
で
あ

る
。ヨ

の
例
も
「
宇
治
」
と
「
平
家
」
に
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
が
、
ヤ
と
は
異
な
り
、
目
下
の
者
や
動
物
に
対
す
る
呼
び
か
け
に
用
い
ら
れ
て
い



る
。O

「
や
う
れ
、
お
れ
ら
剥
、
召
さ
れ
て
参
る
ぞ
」
（
宇
治
m
・
6
以
長
1
舎
人
）

O
「
し
ば
し
ま
ち
給
へ
。
す
ゞ
め
毛

l
す
こ
し
づ
1
と
ら
ん
」
（
宇
治
捕
・
9
）

O
「
有
王
上
「

1
鬼
界
の
鴨
と
か
や
へ
わ
れ
ぐ
し
て
ま
い
れ
」
〈
平
家
上
郡
・
4
俊
寛
の
子
1
召
使
い
）

こ
の
よ
う
な
ヤ
と
の
待
遇
品
位
上
の
相
違
の
一
因
に
は
、
ヨ
の
訴
え
か
け
の
本
質
が
主
体
的
判
断
、
即
ち
主
体
の
立
場
か
ら
の
訴
え
か
け
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

④
活
用
語
の
命
令
形
の
後
に
立
つ
場
合

命
令
表
現
は
禁
止
表
現
と
と
も
に
単
な
る
主
体
的
判
断
の
叙
述
に
と
ど
ま
ら
ず
、
相
手
の
行
為
を
要
求
す
る
点
で
、
文
表
現
上
特
苦
れ
る
も

（
1

0
）

の
で
あ
る
。
活
用
語
の
命
令
形
は
ま
た
、
活
用
形
の
中
で
最
も
「
陳
述
性
」
の
高
い
も
の
と
さ
れ
る
。

上
二
段
・
下
二
重
サ
変
動
詞
の
命
令
形
語
尾
の
ヨ
と
四
段
動
詞
の
命
令
形
の
後
に
立
つ
ヨ
と
は
、
文
法
論
上
は
区
別
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
意

義
上
は
区
別
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
四
段
活
用
の
動
詞
・
柿
助
動
詞
の
命
令
形
の
後
に
立
つ
ヨ
の
用
例
は
多
く
は
な
い
が
、
次
例
の
如
く
補

助
動
詞
「
給
フ
」
「
侯
」
の
後
に
立
つ
例
が
見
ら
れ
る
。

O
「
き
ゝ
給
へ
旦
申
さ
ん
」
（
宇
治
2

2
2
・
4
）

O
「
我
ゆ
へ
あ
と
た
へ
ぬ
る
世
ぞ
と
だ
に
、
和
み
、
と
ゞ
め
さ
せ
給
ぎ
（
我
身
空
5
）

O
「
閏
ム
ナ
ム
ド
恩
金
時
、
モ
ノ
ハ
仰
侯
へ
剖
」
（
沙
石
聖
・

1
）

主
体
的
判
断
の
訴
え
と
考
え
ら
れ
る
ヨ
が
命
令
形
の
後
に
立
つ
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
次
例
の
如
く
、
ヤ
の
例
も
少
な
か
ら
ず

見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

O
「
あ
れ
か
ら
め
よ
刊
。
け
し
う
は
あ
ら
じ
」
（
宇
治
蛸
・
2
）

O
「
行
算
ま
い
れ
や

l
」
と
仰
ら
れ
け
れ
ば
（
著
聞
硯
・
3
）

銀
倉
時
代
の
文
末
助
詞
ヤ
と
ヨ
に
つ
い
て
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O
「
心
安
臨
終
セ
サ
セ
ヨ
ヤ
l
」
（
沙
石
1
8
8
・
空

O
「
た
す
け
よ
刊
。
ね
こ
ま
た
よ
や
！
＼
」
（
徒
然
6
5
・
誓

し
か
し
命
令
形
の
後
に
立
つ
ヤ
は
、
ヨ
と
は
機
能
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
多
く
は
「
平
家
」
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
用
法
は
、

○
平
家
の
方
に
は
こ
れ
を
み
て
、
「
あ
れ
ゐ
と
れ
刊
物
共
」
と
て
（
上
3
0
9
・
1
曇

O
「
平
次
う
た
す
な
、
つ
ゞ
け
刊
も
の
共
、
景
高
う
た
す
な
、
つ
ゞ
け
到
着
共
」
（
下
2
0
8
・
3
）

の
如
く
、
合
戦
の
場
で
味
方
の
軍
勢
に
呼
び
か
け
る
こ
と
ば
と
し
て
、
ま
た
、

O
「
わ
れ
と
お
も
は
ん
平
家
の
さ
ぶ
ら
ひ
ど
も
は
直
実
に
お
ち
あ
へ
刊
、
お
ち
あ
へ
」
と
ぞ
の
ゝ
し
た
る
（
下
㍑
・
1
5
）

O
「
三
位
入
道
殿
の
卸
か
た
に
、
わ
れ
と
お
も
は
ん
人
々
は
よ
り
あ
へ
刊
。
げ
ざ
ん
せ
ん
」
（
上
3
1
4
・
6
）

の
如
く
、
合
戦
の
場
で
の
「
名
乗
り
」
の
こ
と
ば
と
し
て
、
い
わ
ば
不
特
定
多
数
に
対
す
る
呼
び
か
け
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
命

令
形
と
い
う
直
接
的
に
相
手
の
行
動
を
求
め
る
形
式
が
、
そ
の
後
に
ヤ
が
置
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
主
体
的
判
断
の
訴
え
が
弱
め
ら
れ
娩
曲
的
な

も
の
言
い
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
、
命
令
表
現
と
い
う
よ
り
も
勧
奨
の
表
現
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
「
あ
ゆ
ひ
抄
」
で
、
「
挑
属
」
の
ヨ
に
つ

い
て
は
単
に
「
里
同
じ
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
ヤ
は
「
〔
圃
よ
〕
と
よ
め
る
言
葉
に
似
て
、
心
い
さ
さ
か
う
ち
ふ
る
ま
へ
る
や
う
に
よ
り
め
り
。

（11）

里
に
「
サ
」
と
い
ふ
」
（
1
5
9
頁
）
と
説
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
右
の
よ
う
な
事
情
を
説
明
し
た
も
の
と
考
冬
ら
れ
よ
う
。

4
、
ヨ
の
み
が
用
い
ら
れ
る
形
式

（12）

命
令
表
現
と
同
類
で
あ
る
禁
止
表
現
＜
－
ナ
＞
＜
ナ
ー
ソ
∨
の
後
に
は
ヨ
の
み
が
用
い
ら
れ
る
。

O
「
細
ぜ
ん
た
ち
、
さ
は
、
い
た
く
笑
ひ
給
て
、
わ
び
給
な
剥
」
（
宇
治
4
0
9
・
1
0
）

O
「
わ
と
の
も
九
郎
が
ま
ね
し
給
な
剥
」
（
平
家
下
3
8
9
・
9

0
「
ま
こ
と
は
思
ひ
の
（
B
ナ
シ
）
は
か
に
も
の
ぐ
る
お
し
き
あ
り
さ
ま
、
人
に
も
ら
し
拾
ふ
な
封
」
（
我
身
4
6
7
・
8
）

O
「
す
ゞ
ろ
に
お
こ
が
ま
し
き
心
と
て
、
な
に
く
ま
せ
給
そ
粛
」
（
我
身
1
3
9
・
2
）



命
令
形
の
後
に
立
つ
用
法
や
、
禁
止
表
現
の
後
に
立
つ
こ
の
用
法
は
、
ヨ
に
よ
る
訴
え
が
単
に
主
体
の
判
断
を
訴
え
か
け
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、

そ
の
判
断
の
承
認
を
強
く
求
め
る
訴
え
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
示
す
も
の
で
あ
る
。

三
、
結
　
　
　
び

以
上
、
鎌
倉
時
代
の
文
末
助
詞
ヤ
と
ヨ
の
意
義
・
用
法
を
構
文
上
か
ら
比
較
し
て
考
察
し
た
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
来
た
と
こ
ろ
を
纏
め
る
と
次

の
如
く
に
な
る
。

ヤ
は
事
態
に
対
し
て
主
体
的
判
断
を
下
さ
ず
、
そ
れ
を
他
者
に
ゆ
だ
ね
る
気
持
で
相
手
に
訴
え
か
け
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ヨ
は

事
態
に
対
す
る
主
体
的
判
断
を
、
そ
の
承
認
を
求
め
る
気
持
で
相
手
に
強
く
訴
え
か
け
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ヤ
に
は
構
文
上
の
制
限
が

少
な
い
が
、
ヨ
は
そ
の
制
限
が
大
き
く
、
主
と
し
て
体
言
や
準
体
言
の
後
に
立
つ
の
も
、
ヤ
は
相
手
へ
の
訴
え
か
け
と
し
て
の
み
働
く
、
即
ち
、

純
粋
に
言
表
態
度
（
モ
ド
ゥ
ス
）
に
関
与
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ヨ
は
言
表
態
度
に
関
与
す
る
と
と
も
に
、
言
表
事
態
（
デ
ィ
ク
ト
ウ
ム
）

に
繋
が
り
を
も
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
単
独
形
の
ヤ
と
ヨ
を
取
り
扱
っ
た
が
、
複
合
形
と
し
て
は
、
ゾ
ヤ
・
カ
ヤ
・
カ
ナ
ヤ
・
ト
ヤ
・
ト
カ
ヤ
‥
「
ヤ
・
ヲ
ヤ
、
ゾ
ヨ
・
ト

ヨ
・
ゾ
ト
ヨ
、
ヨ
ヤ
、
ヨ
ナ
、
ヤ
ハ
が
見
ら
れ
る
。
渡
辺
実
氏
の
説
か
れ
る
、
終
助
詞
・
間
投
助
詞
の
相
互
承
接
と
そ
れ
ら
の
意
義
職
能
と
の
対

（13）応
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
れ
ら
の
複
合
形
の
構
成
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
本
稿
で
述
べ
た
ヤ
と
ヨ
と
の
意
義
・
用
法
上

の
差
も
、
よ
り
厳
密
に
把
握
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
今
、
ヤ
と
ヨ
の
複
合
形
の
み
を
取
り
上
げ
る
と
、
「
徒
然
」
に
、

O
「
た
す
け
よ
や
。
ね
こ
ま
た
割
や
l
く
」
（
6
5
・
曇

と
あ
る
の
が
七
文
献
中
唯
二
例
で
あ
る
が
、
ヨ
に
ヤ
が
後
置
さ
れ
る
構
成
は
、
本
稿
で
述
べ
た
ヤ
と
ヨ
の
機
能
上
の
差
に
従
う
も
の
で
あ
る
。

ヤ
と
ヨ
と
の
関
連
に
お
い
て
、
鎌
倉
時
代
の
文
末
助
詞
の
中
で
次
に
取
り
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
ゾ
で
あ
ろ
う
。
ゾ
の
訴
え
と
ヨ
の
訴
え
と

は
密
接
な
繋
が
り
が
あ
り
そ
う
で
あ
り
、
ま
た
、
複
合
形
と
し
て
ゾ
ヤ
は
鎌
倉
時
代
の
文
献
に
最
も
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ

鎌
倉
時
代
の
文
末
助
詞
ヤ
と
ヨ
に
つ
い
て
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る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
た
い
と
患
う
。

注（1）
（2）四

号

（3）
（4）

『
昭
和
日
本
語
方
言
の
総
合
的
研
究
軍
二
巻
方
言
文
末
詞
＜
文
末
助
詞
＞
の
研
究
（
上
）
』
（
昭
5
7
・
l
）

①
㊥
⑧
④
は
「
古
典
大
系
」
、
⑤
は
「
古
典
文
庫
」
（
上
）
（
下
）
二
冊
、
⑥
は
時
枝
誠
記
編
『
改
訂
版
徒
然
草
総
索
引
』
、
⑦
は
「
金
沢
文
庫
研
究
紀
要
」
第

（
昭
4
2
・
3
）
所
収
翻
刻
本
に
依
る
。

「
さ
れ
ば
よ
」
、
「
た
め
に
よ
」
の
如
き
用
例
は
除
外
す
る
。

各
形
式
毎
の
ヤ
と
ヨ
の
用
例
数
を
表
示
す
る
と
次
表
の
如
く
で
あ
る
。
唯
一
回
の
調
査
に
依
る
。

計



石

るあでのもなき托ふ
〃別判の形体蓮形止絡まのもす示で㈲

鎌
倉
時
代
の
文
末
助
詞
ヤ
と
ヨ
に
つ
い
て

七
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（
5
）
　
近
藤
泰
弘
「
構
文
上
よ
り
見
た
係
助
詞
『
な
む
』
－
『
な
む
』
と
『
ぞ
ー
や
』
と
の
比
較
－
』
（
「
国
語
と
国
文
学
」
（
昭
5
4
・
望

（
6
）
　
山
田
孝
雄
『
平
家
物
語
の
語
法
』
に
依
れ
ば
、
延
慶
本
平
家
物
語
に
は
存
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
一
七
〇
四
頁
）
。

〇
三
年
ノ
問
モ
サ
テ
コ
ソ
オ
ワ
セ
シ
ニ
暮
ル
、
空
モ
心
木
ナ
ク
立
サ
ワ
キ
猶
夢
ノ
心
地
コ
ソ
ス
レ
刊
ト
テ
心
木
ナ
ケ
ニ
ソ
申
相
ケ
ル
（
二
本
、
四
十
五
、
オ
）

（
7
）
　
土
井
忠
生
『
国
語
史
論
致
』
（
昭
5
2
・
9
）
十
六
頁
。

（
8
）
　
「
平
家
物
語
」
の
次
の
ヤ
は
、
問
い
の
表
現
と
も
詠
嘆
の
表
現
と
も
解
せ
る
。

O
「
猪
股
は
小
倉
に
お
は
し
け
る
刊
。
き
こ
ゆ
る
猪
お
ろ
し
し
給
ひ
た
り
。
か
い
給
へ
」
（
下
1
4
0
・
1
0
）

（
9
）
　
今
井
源
衛
・
春
秋
会
『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』
1
（
昭
5
8
・
4
）
で
は
、
「
知
ら
な
い
の
で
す
。
お
い
で
な
さ
い
ま
し
た
次
の
夜
茸
の
音
が
し
ま
し
て
、

そ
れ
以
後
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
の
で
す
よ
」
と
現
代
語
訳
し
て
い
る
。

（
1
0
）
　
阪
倉
篤
義
「
日
本
語
の
活
用
」
（
『
港
現
代
国
語
学
』
Ⅱ
　
昭
㌶
・
望

（
1
1
）
　
中
田
祝
夫
・
竹
岡
正
夫
共
著
『
あ
ゆ
ひ
抄
新
注
』
（
昭
4
1
・
6
）

（
1
2
）
　
＜
ナ
ー
ソ
＞
は
「
我
身
」
に
の
み
見
ら
れ
る
。

（
1
3
）
　
『
国
語
構
文
論
』
　
（
昭
4
9
・
9
）

（
付
記
）
本
稿
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
（
昭
5
8
・
8
・
誓
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
席

上
及
び
改
稿
に
あ
た
っ
て
、
小
林
芳
規
先
生
か
ら
御
指
導
を
賜
わ
っ
た
。
記
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。




